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『足立区第四次基本計画』の
素案がまとまりました

「希望のもてる
生活者のまち　足立」の

実現をめざして

区
で
は
、
平
成
4
年
に
「
足
立
区
基
本
構
想
」
(第
二
次
)

を
、
議
会
の
承
認
を
得
て
策
定
し
て
い
ま
す
。
こ
の
基
本
構

想
の
実
現
を
図
る
た
め
、「
第
三
次
基
本
計
画
」を
定
め
て
、

計
画
的
区
政
運
営
に
努
め
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
介
護
保
険

の
制
度
開
始
、
清
掃
事
業
の
区
移
管
、
長
引
く
景
気
の
低
迷

な
ど
、
区
政
を
と
り
ま
く
状
況
が
変
化
し
て
き
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
政
策
の
再
構
築
や
行
政
改
革
な
ど
を
進
め
、
基

本
構
想
で
定
め
た
区
の
将
来
像
の
よ
り
確
実
な
実
現
を
め
ざ

し
て
基
本
計
画
を
改
定
し
、「
第
四
次
基
本
計
画
」と
し
て
策

定
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
た
び
そ
の
素
案
が
ま
と

ま
り
ま
し
た
の
で
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

な
お
、
こ
の
素
案
は
区
議
会
に
も
説
明
し
、
現
在
検
討
中

の
も
の
で
す
。

計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
の

基
本
的
な
考
え
方

①
計
画
期
間
は
、
平
成
1
2～
1
9年
度
の
8

ヵ
年
。

②
前
期
4
年
間
を
経
営
改

革
と
財
政
再
建
の
区
政
再
生
プ
ロ
グ
ラ

ム
、
後
期
4
年
間
を
地
域
経
済
の
安
定

や
福
祉
制
度
の
充
実
等
調
和
の
と
れ
た

持
続
的
な
既
長
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
す
る
。

③
少
子
高
齢
化
対
策
等
の
成
熟
化
社
会

へ
の
対
応
と
住
環
境
等
の
未
成
熟
な
都

市
基
盤
整
備
の
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
施

策
の
重
点
化
。

④
区
民
要
明布
社
会

の
変
化
に
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
、
行

政
改
革
に
永
続
的
に
取
り
組
み
、
新
た

な
事
業
手
法
を
開
発
す
る
と
と
も
に
行

政
評
価
シ
ス
テ
ム
な
ど
の
導
入
を
図
る
。

各
個
別
の
施
策
に
つ
い
て
牋

基
本

構
想
で
定
め
ら
れ
た
施
策
体
系
に
従
い

見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。
見
直
し
後
の

個
別
の
施
策
は
次
の
と
お
り
で
す
。

チ

ャ

レ

ン

ジ
　
1

魅
力
あ
る
暮
ら
し
の
ス
テ
ー
ジ

(
都
市
・
ま
ち
)
を
つ
く
る

ゆ
と
り
あ
る
快
適
な
都
市
を
つ
く
る

災
害
に
強
い
安
全
な
ま
ち
を
つ
く
る

①
防
災
求
鳧
つ
く
り
の
推
進

②
都
市
復
興
ま
ち
づ
く
り
の
推
進

③
自
立
し
た
防
災
生
活
圏
の
確
立

④
区
民
に
よ
る
防
災
活
動
の
充
実

⑤
災
害
時
に
お
け
る
応
急
対
策
の
強
化

⑥
交
通
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
の
椎
進

一
ゆ
と
り
あ
る
住
ま
い

住
環
境
を
つ

く
る

①
総
合
的
な
住
宅
政
策
の
確
立

②
ま
ち
づ
く
り
と
住
ま
い
づ
く
り
の
連

携③
公
共
・
民
間
の
土
地
の
有
効
利
用

④
民
間
の
良
質
な
住
宅
供
給
の
誘
導
・

支
援

⑤
土
地
区
画
整
理
事
業
の
推
進

⑥
公
共
的
な
空
間
を
備
え
た
住
宅
・
宅

地
の
供
給

⑦
テ
レ
ビ
電
波
受
信
障
害
の
改
善
に
向

け
た
ま
ち
づ
く
り

個
性
あ
る
美
し
い
ま
ち
を
つ
く
る

①
都
市
景
観
の
創
造
シ
ス
テ
ム
の
推
進

②
美
し
い
街
並
み
づ
く
り
の
援
助

③
個
性
あ
る
自
主
的
な
ま
ち
づ
く
り
の

支
援

▲ 防災区民組織フェスティバル

自
然
と
環
境
に

や
さ
し
い
都
市
を
つ
く
る

エ
コ
ロ
ジ
ー
型
の
ま
ち
を
つ
く
る

雀

境
に
驚

し
毒

之
実

践

②
河
川
浄
化
、
水
路
蘇
生
の
推
進

③
生
態
系
を
重
視
し
た
ま
ち
づ
く
り

④
環
境
汚
染
対
策
の
推
進

孛
つ
る
お
い
の
あ
る
水
辺
の
ま
ち
を
つ

く
る

①
荒
川
の
総
合
的
な
整
備

②
河
川
の
環
境
整
備
の
推
進

③
水
路
の
総
合
的
な
利
用

緑
い
っ
ぱ
い
の
ま
ち
を
つ
く
る

①
魅
力
あ
る
公
園
・
緑
地
の
整
備

②
ア
メ
ニ
テ
ィ
ー
リ
ン
グ
の
形
成

③
花
と
緑
の
ま
ち
づ
く
り

④
生
産
緑
地
等
の
保
全
と
活
用

⑤
水
と
緑
の
ネ
ッ
ト
ワ
?
ク
づ
く
り

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
リ
サ
イ
ク
ル
型
の

ま
ち
を
つ
く
る

①
環
境
・
リ
サ
イ
ク
ル
活
動
の
促
進

②
省
営
甼

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

③
水
循
環
を
重
視
し
た
ま
ち
づ
く
り

④
リ
サ
イ
ク
ル
シ
ス
テ
ム
の
確
立

⑤
廃
棄
物
の
適
正
処
理

⑥
廃
棄
物
処
理
施
設
な
ど
の
整
備

神
明
水
の
森
公
園

活

力

あ

る地
域
産
業
社
会
を
つ
く
る

産
業
構
造
の
高
度
化
を
進
め
る

①
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
企
業
の
剔
出

②
ビ
ジ
ネ
ス
サ
ポ
ー
ト
シ
ス
テ
ム
の
推

進③
商
店
街
の
新
た
な
魅
力
づ
く
り
の
支

援④
産
業
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る
支

援⑤
異
業
種
等
交
流
の
促
進
に
よ
る
ヒ
ュ

ー
マ
ン
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

⑥
高
齢
化
対
応
や
環
境
対
策
な
ど
ニ
ュ

ー
ビ
ジ
ネ
ス
へ
の
取
り
組
み
支
援

⑦
創
業
支
援

産
業
基
盤
を
整
備
す
る

①
新
線
開
通
を
契
機
と
し
た
産
業
支
援

②
中
心
市
街
地
・
千
庄
の
商
業
活
性
化

支
援

③
土
地
利
用
と
産
業
支
援

④
商
店
街
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

⑤
イ
ベ
ン
ト
膏
徳
用
し
た
区
内
産
業
P
R

支
援

⑥
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の
整
備

就
業
・
勤
労
者
対
策
と
消
費
者
の
自

立
を
進
め
る

①
中
小
企
業
の
経
営
支
援

②
就
業
・
求
人
対
策
の
支
援

③
計
画
的
な
人
材
育
成
の
支
援

④
勤
労
者
の
福
利
厚
生
制
度
の
充
実

⑤
新
た
な
消
費
生
活
行
政
の
体
制
整
備

⑥
消
費
生
活
者
の
組
織
的
な
活
動
へ
の

支
援

の
消
費
生
活
情
報
の
提
供
と
学
習
機
会

の
充
実

⑧
消
費
生
活
相
談
の
充
実

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
都
市
を
つ
く
る

鉄
道
・
新
交
通
シ
ス
テ
ム
軸
を
形
成

す
る

①
日
暮
里
・
舎
人
線
、
常
磐
新
線
の
建

設
促
進

②
区
内
を
東
西
に
結
ぶ
交
通
韜
の
形
成

③
地
下
鉄
8
号
線
を
は
じ
め
と
す
る
新

し
い
交
通
軸
の
整
備

道
路
網
・
交
通
網
を
整
備
す
る

①
都
市
計
画
道
路
の
整
備

②
地
区
幹
線
道
路
や
生
活
道
路
の
整
備

③
橋
り
ょ
う
の
整
備

④
ゆ
と
り
と
う
る
お
い
の
あ
る
道
づ
く

り⑤
道
路
橋
り
ょ
う
等
の
保
全

⑥
駐
車
・
駐
輪
施
設
の
整
備

⑦
鉄
道
新
線
に
伴
う
道
路
等
の
整
備

⑧
鉄
道
お
よ
バ洫
路
の
立
体
交
差
化
の

促
進

⑨
バ
ス
路
線
の
再
編
等

⑩
公
共
交
通
の
活
性
化
・
利
用
促
進

⑩
交
通
施
設
の
整
備
・
改
善

▲ 工事が進む日暮里・舎人線
※ 平成15年度開業予定

区

政
最
前
線

先
般
は
、
足
立
区
町
会
莫
蒿

が
実

施
し
た
オ
ウ
ム
真
理
教
の
解
散
等
を
求

め
る
署
名
、
1
ヵ
月
と
い
魴
短
期
間
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
2
0万
4
千
7
3
5人と
い

う
多
数
の
署
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
首

相
官
邸
に
松
本
会
長
ら
に
同
行
さ
せ
て

い
た
だ
き
、
副
官
房
長
官
に
そ
の
署
名

を
お
渡
し
し
ま
し
た
。
特
に
、
私
か
ら

は
新
法
が
厳
正
に
適
用
さ
れ
る
よ
う
お

願
い
し
て
来
ま
し
た
。
今
で
も
、
千
住

河
原
町
で
は
対
策
協
議
会
が
寒
い
中
、

監
猩
莇
を
続
け
て
い
ま
す
。
法
の
厳

正
な
執
行
に
よ
り
一
日
も
早
い
退
去
を
J

咒
で
お
り
ま
す
。

区
で
は
、
私
の
公
約
を
出
来
う
る
限

り
盛
り
込
ん
だ
基
本
計
画
の
素
案
夲
ま

と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
廖
だ
、

揺
座
の
予
算
を
議
会
に
提
案
さ
せ
て

い
た
誓
蚤
す
。
そ
の
予
算
で
は
、
清

掃
事
業
が
都
か
ら
区
に
移
管
さ
れ
、
新

た
に
介
護
保
険
事
業
が
ス
タ
ー
ト
す
る

な
ど
、
歳
出
規
模
は
約
1
1
5億円
増
加
す

る
見
込
み
で
す
。
こ
れ
に
対
し
て
歳
入

の
根
幹
の
区
民
税
は
約
5
3億
円
の
減
少

が
見
込
ま
れ
、
依
然
厳
し
い
財
政
運
営

が
求
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
の
状
況
を
脱
し
基
本
計
画
を
実
現

す
る
に
は
、
行
政
改
革
を
さ
ら
に
進
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

行
政
改
革
の
一
環
と
し
て
来
年
度
の

組
織
は
、
区
民
に
よ
ひ
便
利
な
窓
口
で

か
つ
ス
リ
ム
な
も
の
に
す
る
た
め
、
清

掃
事
業
や
介
護
保
険
事
業
が
増
え
て
も

部
と
課
の
数
で
は
ほ
ぼ
同
数
に
抑
え
ま

し
た
。
ま
た
、
申
請
が
同
雇
な
も
の
は

一
つ
の
課
に
統
合
し
一
回
で
済
む
ふ
つ

に
し
た
り
、
中
央
本
町
区
民
事
務
所
を

戸
籍
課
の
隣
に
移
し
、
利
便
性
奮
『
め

る
ぷ
つ
に
工
夫
を
し
ま
す
。

職
員
の
定
数
に
つ
い
て
も
、
地
域
図

書
館
長
を
民
間
の
方
に
お
任
せ
す
る
な

ど
民
間
の
活
力
を
最
大
限
に
生
か
し
、

区
職
員
は
1
2
4人減
員
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
組
織
や
職
員
を
削
減
し
て
生

み
出
し
た
経
費
な
ど
で
、
高
齢
者
福
祉

の
充
実
や
子
育
て
支
援
、
ま
た
、
障
害

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
建
設
な
ど
公
約
を
実

現
し
て
い
き
ま
す
。

区
民
の
皆
様
に
も
偈
み
を
お
願
い
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
ご
理
解
と
ご

協
力
を
重
ね
て
お
願
い
し
ま
す
。

区
長
　
鈴
木

恒
年

2
面
へ

足立区で　買おう　食べよう　頼もう
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1
面
か
ら

情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
す

る①
情
報
潘
偃
基
盈
の
活
用
と
情
報
格
差

の
是
正

②
地
域
の
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成

③
情
報
通
信
シ
ス
テ
ム
の
安
全
性
の
確

保④
総
合
的
な
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保

護
と
区
政
資
料
の
整
備

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
整
備
と
イ
ベ

ン
ト
の
展
開
を
進
め
る

①
千
住
地
区
の
「
生
活
副
都
心
」
と
し

て
の
整
備

②
駅
前
等
を
中
心
と
し
た
地
域
の
拠
点
、

核
と
し
て
の
整
備

③
ま
ち
づ
く
り
事
業
推
進
の
た
め
の
支

援
策
の
推
進

④
都
市
の
魅
力
を
引
き
出
す
イ
ベ
ン
ト

の
展
開

チ

ャ
レ

ン

ジ
　
2

元
気
あ
ふ
れ
る
生
活
を

支
え
る
し
く
み
を
つ
く
る

健
康
で
元
気
に
暮
ら
せ
る
し
く
み
を
つ
く
る

一
人
ひ
と
り
の
心
と
体
の
健
康
づ
く

り
を
進
め
る

①
健
康
づ
く
り
体
制
の
確
立

②
保
健
・
医
療
情
報
の
整
備
と
提
供

③
妊
産
婦
と
乳
幼
児
の
健
康
づ
く
り
の

推
進

④
学
童
期
・
思
春
期
・
青
年
期
の
健
康

づ
く
り
の
推
進

⑤
生
活
習
慣
訶
予
防
の
推
進

⑥
ね
た
き
ひ
予
防
の
推
進

⑦
難
病
対
策
の
推
進

⑧
地
域
の
健
康
づ
く
見
跖
の
推
進

健
康
で
暮
ら
せ
る
生
活
環
境
を
つ
く

る①
食
生
活
の
安
全
性
の
確
保

②
環
耨
衛
生
・
住
居
衛
生
の
充
実

③
感
染
症
の
新
た
な
動
向
へ
の
的
確
な

対
応

④
地
域
医
療
体
制
の
充
実

⑤
勣
物
の
適
正
な
飼
育
の
支
援

地
域
で
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

し
く
み
を
つ
く
る

地
域
保
健
・
福
祉
の
し
く
み
を
つ
く

る①
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
供
給
と
地
域
福

祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

②
介
護
保
険
制
度
と
障
害
者
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
提
供

③
保
健
・
福
祉
施
設
の
整
備

自
立
を
支
え
る
し
く
み
を
つ
く
る

①
不
安
や
孤
独
の
解
消
と
日
常
生
活
の

支
援

②
就
業
な
ど
社
会
参
加
の
機
会
充
実

③
高
齢
者
・
障
害
者
向
け
居
住
環
境
の

整
備

④
健
や
か
に
子
ど
も
金
}一
み
育
て
る
環

境
づ
く
り

⑤
年
金
・
保
険
制
度
の
芫
実

⑥
低
所
得
者
対
策
と
自
立
支
援
プ
ロ
グ

ラ
ム福

祉
の
ま
ち
を
つ
く
る

①
高
齢
者
・
障
害
者
に
と
っ
て
安
全
・

快
溺
な
t
ち
づ
く
り

②
福
祉
教
育
の
推
進

③
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
育
成
支
援

爭
人
材
育
成
。サ
ー
ビ
ス
供
給
体
制
の

整
備

チ

ャ
レ
ン
ジ
　
3

個
性
豊
か
な
区
民
文
化
を
育
む

と
も
に
学
び
あ
う
ま
ち
を
つ
く
る

生
涯
学
習
の
基
礎
を
つ
く
る

①
開
か
れ
た
学
校
づ
く
り
と
学
校
経
営

の
充
実

②
教
育
内
容
の
充
実

③
施
設
の
適
正
配
置
と
設
備
な
ど
の
整

備
い
つ
で
も
学
べ
る
生
涯
学
習
の
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
化
を
進
め
る

①
生
涯
学
習
施
設
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

②
学
習
情
報
・
学
習
機
会
・
学
習
の
場

の
整
備

③
区
民
・
行
政
・
民
間
の
連
携

④
地
域
に
お
け
る
学
習
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化

生
涯
学
習
総
合
施
設

※
1
2年
7
月
オ
ー
プ
ン
予
定

い
き
い
き
と
活
動
で
き
る
ま
ち
を
つ
く
る

健
や
か
な
家
庭
・
地
域
活
動
を
支
援

す
る

①
家
庭
教
育
力
向
上
の
支
援

②
地
域
の
自
治
・
自
主
活
動
の
促
進

③
青
少
年
の
健
全
育
成
と
社
会
参
加
の

促
進新

た
な
社
会
活
動
の
担
い
手
を
育
む

①
幅
広
い
奘
居
動
・
事
業
活
動
の
促

進②
企
業
の
地
巷
応
動
へ
の
参
加
促
進

③
女
性
の
社
会
参
画
の
促
進

④
高
齢
者
の
社
会
参
画
の
促
進

⑤
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
N
P
O
の
育
成
支

援
区
民
主
体
の
国
際
交
流
を
進
め
る

①
外
国
人
の
生
活
環
境
の
整
備

②
生
涯
学
習
に
よ
る
国
際
理
解
の
促
進

③
地
域
に
お
け
る
交
流
活
動
の
支
援

④
姉
妹
都
市
と
の
交
流
の
促
進

⑤
国
際
協
力
、
国
際
貢
献
活
動
の
推
進

文
化
と
生
籬
ス
ポ
ー
ツ
の
ま
ち
を
つ
く
る

文
化
・
芸
術
活
動
を
支
援
す
る

①
地
域
に
根
づ
い
た
文
化
・
芸
術
活
動

の
支
援

②
文
化
・
芸
術
活
動
の
団
体
・
指
導
者

の
活
用

③
又
化
・
芸
術
の
拠
点
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
整
備

④
郷
土
の
歴
史
・
文
化
の
研
究
と
普
及

⑤
又
化
財
・
伝
統
芸
能
の
保
護
・
育
成

生
涯
ス
ポ
ー
ツ
ー
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
を
支
援
す
る

①
地
域
に
根
づ
い
た
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活
動
の
支
援

②
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
活

動
の
団
体
・
指
導
者
の
育
成

③
ス
ポ
ー
ツ
、
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の

拠
点
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

お
問
い
合
わ
せ
は
企
画
課
へ

(
3
8
8
0
)
5
1
1
1㈹

保
健
福
祉
ガ
イ
ド

歯

周

病

健

診

節
目
健
診
の
歯
周
訶
予
防
ク
リ
ニ
ッ

ク
を
戞
け
た
方
お
よ
び
晏
綸
ぐ
き
が

は
れ
て
い
る
な
ど
の
急
性
症
状
が
あ
器

方
は
除
き
ま
す
。

2
0
歳
～
3
9
歳
ま
で
の
区
民

日
時
目
3
月
8
日
團
、午
後
1
時
1
5
分
～

2
時
3
0分

内
容
卜
歯
周
訶
な
ど
の

歯
科
健
診
、健
康
教
室
、相
談

定
員
目
3
5

人
(
先
着
順
)

費
用
卜
無
料

申

込
卜
電
話
ま
た
は
窓
口
へ

場
・
申
・

問
先
卜
足
立
保
健
所
歯
科
衛
生

昔
(
3
8
5
5
)
4
1
5
4
(

直
通
)

4
0歳
1
6
0歳
ま
で
の
区
民

期
間
卜
3
月
3
1日
ま
で

場
所
H
区
内

実
施
歯
科
医
院

内
容
卜
歯
周
病
な
ど

の
歯
科
健
診

定
員
卜
千
人
(
先
着

順
)

費
用
日
無
料

申
込
H
(
ガ
キ

に
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
(
フ
リ
ガ

ナ
)
、
生
年
月
日
、
年
齢
、
性
別
、
電
話

番
号
、「
歯
周
訶
健
診
希
芦

と
明
記

※
後
日
受
診
表
と
案
内
を
送
付

申
・

問
先
卜
保
健
予
防
係

〒
1
2
0・8
5
1
0

中
央
本
町
―
-
1
7
1
1

食
品
衛
生
講
座

実
験
し
て
「
期
限
表
示
を
確
か
め
よ
う
」

日
時
卜
3
月
1
日
團
・
2
日
團
、午
後

1
時
～
3
時
対
象
卜
区
内
在
住
・
在

動
の
方

定
員
卜
2
0人
(
先
着
順
)

費
用
日
無
料

申
込
卜
電
話

場
所
卜

衛
生
試
験
所

申
・
問
先
日
足
立
保
健

所
食
品
衛
生
係

昔
(
3
8
5
5
)
4
3
9
9
(

直
通
)

口
腔
ケ
ア
セ
ミ
ナ
ー

講
演
「
口
腔
ケ
ア
と
そ
の
効
果
」
で

口
腔
ケ
ア
に
つ
い
て
最
新
情
報
を
知
り
、

ま
た
、
お
口
に
関
す
る
い
ろ
い
る
な
問

題
解
決
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
す
。

日
時
卜
2
月
2
4
日
團
、
午
後
1
時
3
0
分
～

4
時

対
象
卜在
宅
で
介
護
し
て
い

る
家
族
/
ヘ
ル
パ
ー
/
高
齢
者
施
設
職

員
な
ど

講
師
H
歯
科
医
師

定
員
卜
2
0

人
(
先
着
順
)

費
用
H
無
料

申
込

卜
瓊
話

塲
・
申
・
問
先
日
千
住
保
健

所
歯
科
担
当登

(
3
8
8
8
)
4
2
7
7

足
立
保
健
所
の
催
し

・
地
域
健
康
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
「爿
一
世

紀
共
に
生
き
る
っ
て
す
ば
ら
し
い
/
・
」

日
時
日
2
月
2
9
日
脚
、午
前
1
0
時
～
午

後
3
時

申
込
日
当
日
直
接
会
場
へ

・
精
神
保
健
講
演
会
「
地
域
の
開
業
医

か
ら
家
族
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
」

日
時
卜
2
月
2
8日
囲
、
午
後
2
時
1
3

時
3
0分

対
象
日
精
神
障
害
者
の
家

族
・
関
係
者

講
師
卜
平
山
正
実
氏
(

北
千
住
旭
ク
リ
ニ
ッ
ク
院
長
)

定

員
日
5
0人
(
先
着
順
)

申
込
卜
電
話

講
演
会
「
な
ぜ
今
の
若
者
は
切
れ
や

す
い
の
か
」

日
時
卜
2
月
2
4日
困
、
午
後
2
時
～
4

時

講
師
卜
後
藤
惠
氏
(
成
増
厚
生
病

院
医
師
)

定
員
H
5
0人
(
先
着
順
)

申
込
日
電
話

-

い
ず
れ
や

卜

費
用
日
無
料

塲
・
申
・
問
先
卜
足
立

保
健
所
保
健
指
導
第
丁

第
二
係

登
(
3
8
5
5
)
4
1
5
5
(

直
通
)

(親
)(乳
)医
療
証
を
お
持
ち
の
方
へ

自
己
負
担
金
の
還
付

都
外
(
ク
リ
ー
ム
色
原
産
療
証
は

区
外
)
の
医
療
機
関
で
受
診
し
た
り
。

医
療
証
を
痔
た
ず
に
受
診
し
た
と
鳧
は
、

必
ず
領
収
書
(
保
険
点
数
/
受
診
者
氏

名
/
自
己
負
担
金
額
/
診
療
年
月
日
/

医
療
機
関
名
の
記
載
の
あ
る
も
の
)
を

受
け
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
院
外
薬

局
な
ど
レ
シ
ー
ト
の
場
合
、
保
険
点

数
・
受
診
者
氏
名
を
必
ず
記
入
し
て
も

ら
っ
て
く
だ
さ
い

申
請
卜
領
収
書
/

印
鑑
/
申
請
者
名
義
の
預
金
通
帳
(
郵

便
局
以
外
ン

前
面
医
療
証
/
健
康
保

険
証
を
窓
口
に
持
参

保
険
証
の
種
類
が
変
わ
っ
た
と
き

変
更
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。
新
し

い
健
康
保
険
証
、
印
鑑
、
耋

屍
療
証

を
窓
口
に
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

-

い
ず
れ
も
L
卜

郵
送
で
手
続
き
で
き
ま
す
。
希
望
す

る
方
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

申
・
問

先
卜児
童
医
療
係

発
達
相
談
受
け
付
け
ま
す

発
達
に
心
配
が
あ
る
お
子
き
ん
の
相

談
産
暇
時
帶
吁
付
け
て
い
ま
す
。
必
要

に
応
じ
て
通
所
指
導
、
心
理
・
言
語
の

個
別
指
導
が
受
け
ら
れ
嫐
歹
。

問
先

日
東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー
幼
児

指
導
係
a
(
3
8
4
9
)
1
3

了
9

介
護
サ
ー
ビ
ス
関
連
事
業
者
情
報

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ま
す

1
9一年
4
月
か
ら
実
施
さ
れ
る
介
護
保

険
制
度
で
は
、
利
用
者
が
サ
ー
ビ
ス
を

選
択
で
き
る
と
い
う
こ
と
が
基
本
で
て

区
で
は
本
人
や
家
族
、
介
護
支
援
専
門

員
な
ど
が
事
業
者
を
選
択
す
る
た
め
の

情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
構
築
を
忌
立
区
社

会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
、
2
月
1
4日

か
ら
介
護
関
連
事
業
者
情
報
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
開
設
し
ネ
す
。
イ
ン
タ
ー
ネ

ツ

ト

を

利

用

し

て

、
介

護

サ

ー
ビ

ス

な

ぐ

冨

薛

す

る

各

事

業

者

の

情

報

や

施

設

の

空

き

情

報

が

検

索

で

章

豕

歹

。

ホ

ー

ム

ペ
ー

ジ

ア

ド

レ

ス
=
h
t
t
p
'
/
w
w
w
.
k
i
k
a
n
.
a
d
a
c
h
i
.
t
o
k
y
o
.
j
p

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

掲

載

申

込

卜
基

幹

介

護

支

援

セ

ン

タ

ー

登
(
5
6
8
1
)
3
3
7
3

問

先

卜
介

護

保

険

課

▽
2
・
3
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
0
)
5
1
1
1

㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
2
月
1
0日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
…
申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
・
:場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
先

選
挙
豆
知
識

投
票
所
入
場
整
理
券
は

チ
ケ
ッ
ト
?

醤
百

が
近
づ
く
と
醤
兩
入
場
整

理
券
が
送
弧
れ
て
章
豕
す
。こ
れ
は
映

画
の
入
場
券
な
ど
と
は
異
な
り
、
こ
れ

が
な
い
と
投
票
所
に
入
れ
な
い
と
か
、

ま
た
、こ
れ
さ
え
持
っ
て
い
け
ば
無
条

件
に
投
票
で
き
る
と
い
う
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

投
票
所
で
は
、
投
票
」恚
7

子
る

方
が
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る

か
ご
7
か
を
確
認
し
て
い
ま
す
。こ
の

確
認
作
業
を
正
確
か
っ
円
滑
に
行
う
た

め
に
交
付
し
て
い
る
の
が
、
投
票
所
入

場
整
理
券
で
す
。
従
っ
て
、
仮
に
入
場

整
理
券
を
持
参
レ
な
ぐ
て
も
、
選
挙
人

名
簿
と
の
対
照
の
結
果
、
本
人
と
確
認

で
き
れ
ば
投
票
は
で
き
ま
す
。
万
一
紛

失
し
た
樊
そ
も
、
棄
権
し
な
い
ぶ
っ

に
し
ま
し
ょ
う
。

問
先
卜
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
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介
護
保
険
(
要
介
護
認
定
)
の

申
請
は
お
済
み
で
す
か
?

対
象
=
介
護
や
日
常
生
活
の
支
援
を
必

要
と
す
る
6
5歳
以
上
の
方
/
初
老
期
の

痴
ほ
う
、
脳
血
管
障
害
な
ど
老
化
に
伴

う
病
気
に
よ
っ
て
介
護
や
且
吊
牛
活
の

支
援
を
必
要
と
す
る
4
0歳
1
6
5歳
禾
満

の
方
(
揺
胥

月
1
日
現
在
)

申
込
卜

介
護
保
険
課
/
各
福
祉
事
務
所
(
表
1
)
/

指
定
居
宅
介
護
支
援
事
業
者
/

巖
寄
り
の
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

問
先
日
介
護
保
険
課

頭
部
外
傷
の
後
遺
症
で
お
困
り
の
方
に

交
通
事
故
や
病
気
な
ど
が
原
因
で
注

意
力
や
理
解
力
、
記
憶
力
な
ど
が
低
下

し
、
適
切
な
行
動
が
取
れ
な
ぐ
な
る
こ

芦
否
高
次
脳
機
能
障
害
と
い
い
廖
歹
。

そ
り
ぶ
冫
な
障
害
を
お
持
ち
の
方
と
そ

の
家
族
の
方
へ
講
演
会
を
閧
催
し
嫐
夏

日
時
卜
3
月
1
日
團
、
午
後
1
時
～
4

時

場
所
卜
竹
の
塚
障
害
福
祉
館

対

象
H
高
次
脳
障
害
を
持
つ
方
と
家
族
お

よ
び
関
係
者

費
用
日
無
料

定
員
卜
3
0

人

申
込
日
電
話

期
限
卜
2
月
2
2

曰

申
・
問
先
卜
西
部
障
害
福
祉
総
合

セ
ン
タ
ー
事
業
係

昔
(
3
8
5
3
)
0
6
3

つ
』

児
童
手
当
・
特
例
給
付
・
足
立
区
児
童
手
当

児
童
手
当
お
よ
び
特
例
給
付

▽
児
享
手
当
:
由
生
届
を
出
し
た
方
や

区
外
か
ら
転
入
し
た
方
な
ど
で
受
給
資

格
に
該
当
し
、
ま
だ
請
求
し
て
い
な
い

方
は
甲
請
を
し
て
く
だ
さ
い

。
な
お
、

公
務
員
の
方
は
動
務
先
に
請
求
し
て
ぐ

だ
さ
い
。

マ
特
例
給
付
・・・厚
生
年
金

や
私
立
学
校
共
済
な
ど
に
加
入
し
て
い

る
方
は
、
特
例
給
付
の
対
象
に
な
り
ま

す
。

対
象
H
区
内
在
住
で
3
歳
未
満

の
児
童
を
餐
育
し
て
い
る
方

手
当
月

額
H
3
歳
未
満
の
児
童
が
I
人
目
・
2

人
目
…
5
千
円
/
文

目
以
降・
:
1
万

円

※
な
お
、
請
求
の
翌
月
分
か
ら
支

紿
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在

受
給
中
の
方
が
会
社
を
退
職
す
る
な
ど

で
申
請
時
と
保
険
証
が
変
わ
っ
た
と
き

は
、
そ
の
つ
ど
手
続
き
が
必
要
で
す

申
込
卜
保
護
者
名
義
の
都
内
金
融
機
関

の
預
金
通
帳
(
郵
便
局
奮
除
く
)
/
年
金

手
帳
/
健
康
保
険
証
/
印
鑑
を
窓
口
に

持
参

」　
足
立
区
児
童
手
当

対
象
日
区
内
在
住
で
、
満
3
歳
以
上
満

了
歳
米
蒟
の
第
3
子
以
降
の
児
童
(

だ
し
、
死
亡
児
童
を
啄
く
)
を
含
め
て

叉

以
上
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

手
当
月
額
日
1
万
円

申
込
H
保
護
者

名
義
の
都
内
金
融
機
関
の
預
金
通
帳
(

郵
便
局
岑
噪
く
ン
健
康
保
険
証
/
印

鑑
を
窓
口
に
持
参

-

い
ず
れ
も
トト

所
得
制
限
が
あ
n
ま
す
。

申
・
問

先
卜
児
童
手
当
係
次
次
は
各
福
祉
事
務

所
(
表
1
)

福
祉
事
務
所
の
窓
口
案
内

福
祉
事
務
所
に
は
、
福
祉
に
関
す
る

総
合
相
談
窓
口
が
あ
り
ま
す
。

生
活
に
お
困
り
の
方

牛
活
費
や
医
療
費
で
お
困
り
の
方
に
、

生
活
保
護
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

高
齢
者
の
方

在
宅
で
介
護
が
必
要
な
高
齢
者
(
お

お
む
ね
6
5歳
壓
エ
)
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ

ー
の
派
遣
、
日
常
生
活
用
具
の
給
付
・

貸
与
な
ど
の
相
談
奮
文
け
て
い
ま
す
。

身
体
に
障
害
の
あ
る
方

身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
、
補
装
具
、

更
生
医
療
、
日
常
生
活
用
具
や
住
宅
設

備
改
善
費
の
給
付
、
ま
た
ホ
ー
ム
ヘ
ル

パ
ー
の
派
遣
な
ど
の
事
業
や
相
談
を
行

っ
て
い
毒
す
。聴
覚
障
害
の
方
に
は
、

中
部
福
祉
事
務
所
で
肓
週
木
曜
り
午
後

1
時
～
4
時
に
手
話
通
訳
者
が
相
談
の

お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

知
的
に
障
害
の
あ
る
方

愛
の
手
帳
の
交
付
。
知
的
障
害
者
(

児
)の
援
護
施
設
へ
の
入
所
・
通
所
な

ど
の
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

母
子
家
庭
の
方

2
0歳
未
満
の
お
子
さ
ん
の
い
る
母
子

家
庭
の
方
に
、
児
童
の
就
学
資
金
や
就

職
支
度
金
な
ど
の
貸
し
付
け
、
母
子
生

活
支
援
施
設
へ
の
入
所
な
ど
の
事
業
を

行
っ
て
い
串
T
。
指
定
の
国
民
宿
舎
な

ど
を
年
l
泊
、
低
魎
な
料
金
で
提
供
す

る
「
ひ
と
瑟
瑟
瓰
休
養
ホ
ー
ム
」
の

制
度
な
ぐ
泯
百
ま
す
。

女
性
の
方

夫
婦
や
男
女
の
問
題
、
深
刻
な
状
況

で
緊
急
に
保
護
を
求
め
る
燮

琺
ど
呑

塞
冢
忿
問
題
を
担
凡
て
困
っ
て
い
る

女
性
を
対
象
に
相
談
奮
戈
け
て
い
ま
す
。

家
庭
内
の
問
題
で
お
困
り
の
方

マ
家
庭
相
談
・
:家
庭
相
談
員
が
家
庭
内

の
い
ろ
い
灸
鵙
題
に
つ
い
て
相
談
を

受
け
て
い
ホ
す
。

▽
児
童
相
談
…
児

童
福
祉
司
が
、
子
ど
も
の
養
育
や
障
害

な
ど
の
問
題
に
つ
い
て
相
談
奮
叉
け
て

い
ま
す
。

日
時
卜
毎
週
木
曜
日
、
午

前
9
時
～
正
午

出
産
費
用
に
お
困
り
の
方

妊
産
婦
の
い
る
家
庭
が
経
済
的
な
理

由
で
出
産
費
用
を
支
払
う
こ
と
が
困
難

な
握
R

無
料
ま
た
は
安
い
費
用
で
入

院
・
出
産
の
で
き
る
「
入
院
助
産
制

度
」
が
あ
り
ま
す
。
た
だ
し
、
病
院
が

指
定
と
な
り
ま
す
。

対
象
卜妊
娠
7

ヵ
月
以
上
の
区
民
/
前
年
分
所
得
税
が
1

万
6
千
8
0
0円以
下
の
世
帯

-

い
ず
れ
も
トト

問
先
卜
各
福
祉
事
務
所
(
表
1
)

表1　 福祉事務所一覧

12年 度

東
部
・
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

技
能
講
習
会
受
講
者
募
集

日
程
等
卜
表
2

対
象
H
区
内
在
住
で

障
害
を
お
持
ち
の
方

申
込
卜
電
話
ま

た
は
来
所

期
限
卜
2
月
2
5日

※
移

動
困
難
な
方
は
拠
点
問
の
送
迎
バ
ス
が

利
用
で
き
ま
す

申
・
問
先
卜
▽
東
部

地
域
・
:東
部
障
害
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

昔
(
5
6
8
2
)
5
3
7
n

▽
西
部
地
域
…
西
部
障
害
福
祉
総
合
セ

ン
タ
ー

登
(
3
8
5
3
)
0
6
3
7

表2　 技能講習会日程等

※ 東部地域は、国道4 号線の東側と千住地域
西部地域は、国道4 号線の西側と、小台、新田、宮城地域

医
療
費
を
大
切
に

老
人
医
療
費
が
増
え
続
け
て
い
ま
す

梛
気
や
ケ
ガ
は
、
突
然
や
っ
て
浙
汲

す
。
多
額
の
負
担
で
経
済
的
苦
痛
か
喬

負
い
こ
む
こ
と
の
な
い
ふ
つ
に
、
そ
し

て
、
安
心
し
て
治
療
が
受
け
ら
れ
る
た

め
に
老
人
保
健
医
療
制
度
が
あ
り
康
司

医
療
費
の
財
源
は
、
皆
さ
ん
の
保
険

料
と
国
・
都
道
府
県
・
区
市
町
村
の
税

金
で
袤
か
な
わ
れ
て
い
ま
す
。こ
の
よ

う
に
多
く
の
人
々
の
協
力
に
支
え
ら
れ

て
い
る
制
度
で
す
か
ら
、
医
療
費
に
関

心
を
痔
ち
、
そ
の
有
効
利
用
釁
心
掛
け

ま
し
ょ
う
。

医
療
費
の
有
効
利
用
了
力
条

①
医
者
に
か
か
る
と
き
は
、
症
状
笳
要

領
よ
く
説
明
す
る

②
か
か
り
つ
け
医
黔
痔
つ

③
同
じ
病
気
で
い
く
つ
も
の
違
う
医
者

に
か
か
る
の
は
や
め
る

④
治
療
よ
ひ
予
防
に
努
め
る

⑤
定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
る

⑥
栄
養
・
運
動
・
休
養
の
健
康
三
原
則

鴦
茗

⑦
医
療
費
に
関
心
を
痔
ち
、
健
康
保
持

の
工
夫
を
ず
る

問
先
卜
医
療
助
成
係

ワンポイント
健康術

【家でできるらくらく体操～タオルを使って～】

寒い季節は何をするにもおっくうになりがちですね。そんなときは、
室内で身近にあるものを使って勣いてみまし ょう。綰んでいた体がのび
のび、ホカホカしてきますよ。

◎ タオ ルを 使 うとき の コ ツ… 「ピ ンと 張 ってし っか り握 る 」

①両手を ゆっくり 挙げ 、
伸びたところ から 首の
後ろへ引く く肩、背中)

②両手を伸ばし、片側
に上体を倒して体の横
を伸ばす( 体の側面)

③両手を肩の高さに挙
げ、そのまま上半身を
ひねる( ウエスト)

④足の贏にタオルをか
け、ひざを曲げた状態
からゆっくり足を伸ば
す( ももの輿側)

⑤腕に力を入れ、ぞう
きんを絞るようにする(
握力)

⑤こぶしl 個分あけて
タオルをつかみ、両腕
で引つ張る( 胸、腕)

⑦タオルをおしりのあ
たりで固定し、もう片
方の腕でタオルを上方
に引〈( 腕の裏側〉

⑧片足にかけたタオル
を固定してもらい、そ
の足を交差する( もも
の内但l n

⑨アキレス腱のあたり
にタオルを固定しても
らい、かかとをおしり
に近づける( ももの裏
側)

※ ①～④はゆっくりじわじわ行いましょう。⑤～⑨は息を吐きながら、
6 秒間筋肉に力を入れましょう 〈体育課〉

同
和
問
題
の

理
解
の
た
め
に

東
京
の
同
和
問
題
④

東
京
に
は
、
た
く
さ
ん
の
企
業
や
事

業
所
が
あ
り
、
そ
れ
だ
け
筬
職
の
機
会

が
大
粤
ぐ
全
国
か
ら
多
く
の
人
々
が
集

ま
っ
て
い
ネ
歹
。

こ
の
里
示
で
、
昭
和
5
0年
に
全
国
の

同
和
地
区
の
新
旧
地
名
等
を
記
載
し
た

図
書
が
発
行
さ
れ
、
一
部
の
企
業
が
こ

れ
を
購
入
し
ま
し
た
。

企
業
が
こ
の
ぷ
7
な
図
書
を
墳
入
し

た
事
実
は
、
同
和
地
区
住
民
の
就
職
へ

の
希
望
万
基
本
的
人
権
を
莇
み
に
じ
る

も
の
で
、
企
業
の
社
会
的
貴
任
を
考
え

忝
こ
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
で
す
。

国
は
、
こ
の
事
件
を
基
本
的
人
権
に
か

か
る
重
大
な
問
題
で
あ
る
と
し
、
都
道

府
県
知
事
あ
て
に
啓
発
の
強
化
螽
藷

し
ま
し
た
。

都
で
は
、
企
業
に
対
し
て
公
平
な
採

用
夸
T
I

弯
疱
導
し
た
り
、
同
和
問

題
の
啓
発
を
遥
め
て
孝
隰
じ
た
。
し
か

し
、
残
念
な
が
ら
平
成
1
0年
に
は
「
差

別
身
元
調
査
事
件
」
が
発
隻
支
な
ど

企
業
に
よ
る
同
和
問
題
に
関
わ
る
差
別

事
象
が
後
を
豐
ぶ
疂
ん
。

区
と
し
て
も
一
刻
も
早
く
差
別
を
解

消
す
る
た
め
に
、
一
層
啓
発
を
進
め
て

い
く
つ
も
り
で
す
。
同
時
に
区
民
の
皆

六
ん
も
、
差
別
意
識
に
つ
い
て
心
の
点

検
を
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
み
ん
な
が

差
別
を
許
六
な
い
と
い
う
強
い
気
持
ち

夲
痔
つ
こ
と
が
、
社
会
の
中
か
ら
差
別

を
な
く
す
俶
一
歩
ど
な
る
の
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ
は
、
総
務
課
同
和
対

策
へ

介
護
保
険
Q

&

A

第18回

ケ
ア
プ
ラ
ン

Q
ケ
ア
プ
ラ
ン
と
は
ど
う
い
う
も
の

で
し
ょ
う
か
?

A
ケ
ア
プ
ラ
ン
と
は
、
在
宅
で
介
護

・が
必
要
と
認
定
さ
れ
た
方
が
、
心

身
の
状
況
、
生
活
環
境
、
冰
人
お
よ
び

家
族
の
希
望
に
あ
わ
せ
て
、
利
用
す
る

サ
ー
ビ
ス
の
種
類
や
内
容
な
ど
牙
定
め

た
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
計
画
」
の
こ
と
を

い
い
ま
す
。

ケ
ア
プ
ラ
ン
は
自
分
で
作
成
す
る
こ

と
も
で
き
ま
す
が
、
居
宅
介
護
支
援
事

業
者
に
依
頼
し
、介
護
支
援
専
門
員
(
ケ

ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
)
に
作
威
し
て
も
ら

う
こ
と
も
可
能
で
す
。
そ
の
費
用
は
全

額
、
介
護
保
険
給
付
の
対
象
に
な
り
ま

す
。
い
ず
れ
の
場
合
で
も
、
区
に
届
け

出
が
必
要
で
す
。
作
成
を
俄
頼
し
た
場

雌
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
は
そ
れ
を
も

と
に
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
奮
脛
U

て
い

る
事
業
者
や
施
設
と
連
絡
調
整
を
行
っ

て
、
サ
ー
ビ
ス
が
継
続
的
に
利
用
で
き

る
ぷ
つ
に
し
ま
す
。

ま
た
、
要
介
護
認
定
は
基
本
的
に
6

ヵ
月
ご
と
に
見
直
し
さ
れ
ま
す
の
で
、

ケ
ア
プ
ラ
ン
も
そ
れ
と
同
様
に
見
直
し

す
る
こ
と
に
な
ひ
ま
す
。
し
か
し
見
直

し
の
時
期
以
外
で
も
、
不
都
合
が
あ
っ

た
塒
合
に
は
底
更
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。

(介
護
保
険
課
)
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保 存 版 「ファクス・音声サービス情報項目コード一覧表」 フ
ァ
ク
ス
・
音
声
情
報

サ
ー
ビ
ス
カ
ス
タ
ー
ド

区
の
情
報
な
ど
を
電
話
機
や
受
話
機
付
き
フ
ァ
ク

ス
を
通
じ
て
、
毎
日
2
4時
間
ご
利
用
に
な
れ
ま
す
。

ま
た
、
一
般
の
電
話
で
も
音
声
案
内
に
よ
り
情
報
を

聞
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

専用電話

3 8 8 9 3 3 9 9

『゙電話 機』ご「受話 機の 付い たファクス」からf e, 83889- 3399
をダイヤルしてください4, 1

洳 セージが溏れた復、次の番号をダイヤルLてください

卩 フワス希望の万 吻

9
-

をダイヤルする

' 4 けた必廁硼番号亳
タイヤルしてください

( 最大3 項目まで
選択できます)

番号をご存知ない方は、O) 0) 10) 0)

のダイヤルr

情報番号一覧表を取り出せます

発 儷 啻 の 後 に ス タ ート ボ タ ン を 押 し,

受 話 槝をI い て お 待 ち く だ さ い

言 尚: y=L4j l i サ・。

0
-

を ダ イ ヤ ル す る

もう一度

0
をダイヤルする

1 号をご存知ない方は、

朏 のダ イヤルで

瑣目名( 一部) を案内します

3 けたの情報番号を
ダイヤルしてください

( 最大3 項目まで　
選択できます)

終了したらそのまま電話を
お切りください注意事項

・ 電話料金は利用者の負担となります

・ 電話が集中したときは「話し中」となることかあります。しぱら

くしてからおかけ直しください

● 区庁舎内の点検による停電( 土・日曜剛こ年5 回程度) の閥はサ

ービスを淬止します。この際は、呼び出し音はしても応答しません、
恐れ入りますか翌日ご利用ください

● 情報の追加または削除がある場合は、そのつど、広報紙でお知ら
せします

● 当サービ スの電話番号では皆さんからのファクスは受信できませ

ん。区への要望などは「区長へのファクスj FAX3880- 5678 へどうぞ

● 左表は12年2 月1 日現在のデータです

お問い合わせは

広報係まで&3880- 5111 ㈹

足立区ホームページ( 試行版)

開設
試 行 版 で は 、「 わ たし の 便利 帳 」お よ び

「E メ ー ル亅 を 中 心 に。 順 次 追 加 し て

い き ま す 。 本 格 稼 働 は 、12年7 月1 日

を 予 定 し て い ま す 。 、

「 コ ミ ュ ニ テ ィ ウ ェ ブ あ だ ちJ ht t p: / / wwwci t yadachi t okyoj p

訪
問

東
京
電
力
㈱

足
立
支
社

・

多
橡
な
燃
料
を
バ
ーフ
ン
ス
よ
く
組
み

合
わ
せ
て

足
立
区
に
は
じ
め
て
電
灯
が
つ
い
た

の
は
明
冶
4
0
年
ご
ろ
、
当
時
の
東
京
電

灯
株
式
会
社
が
供
粐
処
の
が
始
ま
り

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
ほ
年
近
く
経
っ

た
現
在
、
栃
木
・
茨
城
・
新
潟
の
水

力
・
火
力
・
原
子
刀
発
電
所
で
つ
く
ら

れ
た
電
力
が
藍
罟
れ
て
い
ま
す
。

S
I
気
を
安
定
し
て
送
り
続
け
る
た
め
　

区
内
に
は
、
発
電
所
か
ら
送
ら
れ
る

電
気
を
効
率
よ
く
振
9
召
§
胞
電
用

変
ミ
所
が
1
7
カ
所
あ
り
、
!
牙
芳
1

千
9
8
基
、
架
空
配
電
線
の
総
延
長
5
千

5
5
7
㎞
(
新
幹
母
東
京
～
新
大
阪
間
を
葯

5
往
復
)
。
地
中
ケ
ー
ブ
ル
3
5
3
」冢
哽
っ

て
電
力
か
届
リ
り
れ
て
い
事
y
。

千
住
支
社
と

し
ア
建

立
区
全
箏
と

、

葛
飾
区
の
約
5
3
訃

蓴

け

持
っ
て
い
ま

し
た
が

。
平
成
2

年
4
月
に
足
立
支
社

と
収
称
し
て
足
立
区

全
域
の
茵

擘

受

け
持
つ
ぷ
っ
に
な
り

声
に
)た

。
電
気
使

用
開
始
の

申
し
込
み
か
ら

、
送
電

、
配

電
線
設
備
の

建
設
・
補
修
や

、
検
針
・

集
金
の
笑
梦
霈
汀
つ
て
い
ま

す
。

・

「
エ
ネ
ル

ギ
ー
」
を
知
る

「
限
ひ
あ
る
囂
謦
罕
「
切
に
」
釁
昌

8
葉
に
、
小
学
校
や
僅
区
セ
ン
タ
ー
で

子
y
私
た
ち
を
対
象
に
し
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
教
室
を
、
一
般
の
万
に
は
水
力
・
火

力
・
原
子
力
発
電
所
へ
の
見
学
会
黔
行

つ
て
い
圭
y
。

3
月
1
0
E
啝
に
は
、
西
新
井
文
化
セ

ン
タ
ー
で
『
エ
ジ
づ
y
文
明
か
ら
み
た

地
球
環
境
』
鷽

ア
ー
マ
に

。
吉
村
作
治

氏
(

早
稲
田
大
旱
叡

授
)
に
よ
る
チ

ャ

リ
テ

ィ
ー
講
演
会
を
無
料
で
閧
催
し
ま

す
。
く
わ
し
く
は
お
閥
い
合
わ
廿
ぐ
だ

さ
い

。

問
先
卜
東
京
電
力
㈱
足

立
支

社
(

千
住
中
居
町
8
-
9
)

a
(
3
1
)
9
1
1
1

㈹

▲ 足立 支社 では, 省 エネ ルギーの マスコ ット

「で んこちゃ ん」 が出 迎えて います

ムエ ネ ル ギ ー 教 室 風 景( 慶浜 第一 小 学 校)

学
校

ア

ル

バ

ム

東栗原小学校
- ツ家3 ―20―1

【
教
育
目
標
】

悪
法
・
教
育
築
本
法
に
蔓
つ

き
、
人

閊
尊
璽
の
柿
神
を
基
調
と
し
。
生
涯
学

洌
の
理
念
に
立
ち

、
心
身
と
も
に

健
康

で

、
知
性
と
悪
性
に
富
み
、
知
・

徳
・

体
の
詞
和
り
と
れ
た
人
問
性
豊
か

な
児

童
の
阿
既
に
男
Q

。
ま
た
、
一
人
ひ

と
り
の
児
童
の
囎
力
・
適
性
の
伸
長
を

図
り

、
自
恚

夢
袙

造
性
、
社
会
性
と

責
任
思
に
京
み

。
平
和
的
な
国
家
お
よ

び
地
域
社
荼

の
形
墮

名

し
て

、
さ
ら

に
、
日
本
人
と
し
て
の
目
覚
の
も
と
、

広
く
国
際
社
会
に
お
い
て
も
信
順
と
尊

敬
の
辱
ら
れ

人
間
と
し
て
の

棊
太
的

資
質
や
能
力
・
麌

蔘

廖
つ
学
校
教
育

の
貝
現
化
に
男

鵞

そ
の
た
め
に
、

次
の
具
体
目
標
奮
設
定
す
る
。

・
学
ぶ
よ
弓

戝
屬

痔
つ
了
ど
石

ふ
是

え
る
よ
ろ
'
癶

蔘

痔
つ
子

ど
も

・
ふ
れ
あ
一
?
ぶ
否
』
び
を
痔
つ
子
ど
も

【
沿
皐
】

V
昭
和
4
5
年
4

月

東
栗
原
小
学
校
と

し
て
開
校

▽
昭
和
4
8年
4

月

花
保

小
学
校
分
離
開
校

▽
昭
和
5
2
年
4

月

平
野
小
学
校
分
離
闘
校
V

昭
和
6
0
年
2

月

都
・
歯
の
学
校
表
彰
受
賞

〉

平
成
H
年
1
0
月

創
立
3
0周
年
配
念
V

欒
呎
H

年
3

月
末
現

在

卒
巣
生
総

臀

羊
7
1
7人
V

平
成
1
2
年
1
月
現
在
1
3

学
級
、
譛

霰

拓
人

【
大
橋
利
通
校
長
か
ら
】

昨
年
、
地
域
や
保
護
者
の
協
力
に
よ

っ
て

、
3
0周
年
式
典
岑
盛
大
に
挙
行
す

る
こ
と
が
で
孝
男

し
た
。
教
育
環
境
の

窟
っ
て
い
る
本
校
は
、
2
9

年
を

機
に
自
己
実
現
奮
日
指
す
確
か
な
力
と

豊
か
な
心
眥

も
つ

児
莖
の
可
成
の
な
め

に
努
力
に
¥
チ

。

東島根中学校
平野1 ―27―2

【
教
齊
目
標
一

人

間
尊
訛
の
精
神
を
思
い
、
莖
哽
・

基
本
を
身
に
つ

け
、
思

考
力
・
創
造

力
・
表
現
力
雅
か
な
主
体
的
な
(

間
の

育
戚
笳
a
指
し
、
国
際
社
会
に
貢

献
で

き
る
社
会
の
形
成
者
奎
冐
成
す
る
た
め

に
、
次
の
目
標
を
足
め
る
。

・
思
い
や
る

・
冫

粱

ぷ

・
や
り
通
す

【
冶

革
】

〉
昭
和
3
4
年
9

月

第
十
中
学
校
分
校

と
し
て
問
設

∇
昭
和
3
5
年
9
月

朿

馬
杖
中
学
校
丸

窓

マ
昭
和
3
9
牟
1
2

月

都
教
弯
委
貝
会
主
催

糴

霑

指
導

吩
力
校
」
と
し
て

研
允
発
衣

〉
暝
戍

2
年
H
月

創
立
3
0
周
年
紀
念

〉
平

成
1
1
年
度

刀
子
バ
レ

ー
部
・・
一
部
・
春

季
大

会
出
廻

、
テ
ニ
ス
部
団
体
お
よ
び

佃
人
・・・
祁
・
新
大
戦
大
会
出
場

フ
罕

既
H
7

片

末
現
在

卒
單
牛
穏
数
9

千
1
7
2人

平
成
1
2
年
1

月
現

在
H

学

級
郤
入

【
根
本
茂
樹
校
長
か
ら
】

さ
わ
や
か

な
あ
い
さ
つ
の

声
が
響
き
、

清
掃
に
も
真
剣
に
取
叺
租
む
学
校
で
す
。

本
年
度
の

第
1
3回
粢
島
根
中
・
生
徒
健

全
育
既
会
主
催
日
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
の

テ
ー
マ
も
「
あ
い
さ
つ
」
で

し
た

。

今
年
9

月
に
は
創
立
4
0
川
年
を
迎
・
尽

地
域
に
信
頼
さ
れ
る
学
校
と
し
て
更
な

る
蒟

朕
に
男
め
軍
て

環七に地下鉄を! メトロセブン/地7鉄8号線( 有楽町練) の延伸を! 〈都市交通課〉
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く
ら
し

の
情
報

▽
6
・
7
面
で
問
い
合
わ
せ
先
の
電
話
番
号
が
な
い
も
の

は
区
役
所
代
表
へ

　
(
3
8
8
O
)
5
1
1
1

㈹

▽
定
員
に
先
着
順
と
あ
る
も
の
は
2
月
1
0日
か
ら
受
け
付
け

凡例

申
込
…
申
し
込
み
方
法

期
限
・
:申
し
込
み
期
限

場
・
申
・
問
先
・・・
場
所
・
申
し
込
み
先
・
問
い
合
わ
せ
を

税
・

年
金
・

国
保

現
在
持
っ
て
い
な
い
バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
の

税
金
を
払
っ
て
は
い
ま
せ
ん
か

軽
自
動
車
税
は
。4
月
1
日
現
在
、

バ
イ
ク
や
軽
自
動
車
な
ど
苳
所
有
し
て

い
る
方
に
か
か
る
税
金
で
す
。
原
動
機

付
自
転
車
や
軽
二
・
三
・
四
輪
車
、
二

輪
小
型
自
動
車
夲
痔
つ
て
い
る
方
で
、

次
に
該
当
す
る
方
は
届
け
出
を
す
れ
ば
1
2

年
度
以
降
の
税
金
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

対
象
H
盗
難
に
あ
っ
て
見
つ
か
っ
て
い

な
い
方
(
警
察
に
盗
難
届
を
出
し
て
も

廃
車
届
は
必
要
で
す
)
/
届
け
出
を
し

な
い
で
譲
っ
た
り
、
充
っ
た
り
し
た

方
/
解
体
し
た
が
登
録
し
た
ま
ま
に
な

っ
て
い
る
方

問
先
卜
表
1

表1　 軽自動車税問い合わせ先一覧

税
金
の
申
告
は
お
早
め
に

確
定
申
告
書
は
自
分
で
書
い
て
早
め

に
提
出
を

税
金
は
、
申
售
耙
税
制
度
に
な
っ
て

い
嫐
歹
。
税
務
署
で
は
、
確
定
申
告
書

作
成
の
相
談
に
来
ら
れ
た
方
に
、
記
載

方
法
な
ど
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
つ
て
い

ま
す
。
自
分
で
計
算
し
て
申
告
書
を
作

成
す
る
「
自
書
申
告
」
を
お
願
い
し
ま

す
。申

告
期
限
と
納
期
限
は
3
月
1
5日

▽
所
得
税
の
確
定
里
崩
閧
・
:
2
月
1
6

日
～
3
月
1
5
日

▽
納
期
限
…
3
月
1
5日

1

い
ず
れ
も
し卜

問
先
卜
足
立
税
務
署

(
3
8
7
0
)
8
9
1
1

㈹

西
新
井
税
務
署

合
(
3
8
4
0
)
1
1
1
1

㈹

・
特
別
区
民
税
・
都
民
税
の
定

答
出

張
受
け
付
け
し
ま
す
(
表
2
)

問
先
卜
区
・
課
税
課

※
訂
正
と
お
わ
び
1

月
2
5日
号
2
面

に
掲
載
し
た
「
表
4
改
正
後
の
税
率

表
」
に
誤
ひ
が
あ
り
ま
し
た
。
訂
正
し

て
お
わ
び
し
ホ
T
。

【
正
】
3
3
0
万
円

以
下

【
誤
】
3
0
0
万
円
以
下

表2　 住民税出張受付日程

※ いずれも時間は午前9時～午後4時。
なお、北千住サービスセンターでは
申告の受け付けは行いません

年金の手続きをお忘れなく!
将来、年金を減額されたり、受けられないことにならないために、

国民年金課または区民事務所に届出をしましょう。
問先= 国民年金課適用係

納
め
忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か
?
国
民
年
金
保
険
料

国
民
年
金
保
険
料
は
、
翌
月
末
日
が

納
期
限
で
す
。
保
険
料
の
納
め
忘
れ
が

あ
り
ま
す
と
将
来
、
年
金
が
減
額
さ
れ

た
り
、
受
け
ら
れ
な
く
な
る
握
髟

あ

ひ
ま
す
の
で
'
諧
意
ぐ
だ
さ
い
。
な
お
、

お
手
元
の
納
付
書
は
U

辰

の
も
の
で

あ
れ
ば
、
納
期
限
後
も
1
2年
4
月
末
日

ま
で
使
え
ま
す
。

問
先
卜
国
民
年
金

課
保
険
料
係

国
民
健
康
保
険
・
国
民
年
金
の

保
険
料
は
税
控
除
の
対
象
で
す

所
得
税
や
住
民
税
の
申
告
夸
T
9
と

き
、「
社
会
保
険
料
控
除
」の
対
象
に
な

り
ま
す
。
お
手
元
に
あ
る
領
収
書
や
口

座
振
替
済
通
知
(
(
ガ
キ
)
か
ら
領
収

日
参
確
認
し
て
、
昨
年
の
1
月
か
ら
1
2

月
ま
で
に
納
め
た
保
険
料
の
合
計
額
を

里
じ
て
く
だ
さ
い
。
な
お
、
領
収
書

な
ど
を
添
付
し
な
く
て
も
控
除
は
受
け

ら
れ
ま
す
か
、
領
収
肅
は
大
切
に
保
管

し
ま
し
ょ
う
。

問
先
ト
マ
国
民
健
康

保
険
料
・
:国
民
健
康
保
険
課
庶
務
係

▽
国
民
年
金
保
険
料
・
:国
民
年
金
課
保

険
料
係

口
座
振
替
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

特
別
区
民
税
・
都
民
税
、
国
民
健
康
保
険
料
、国
民
年
金
保
険
料

口
座
垢
簪
に
す
れ
ば
、
各
納
期
ご
と

に
口
座
か
ら
自
動
的
に
引
豈
夛
き
れ

る
の
で
便
利
で
安
心
で
す
。

申
込
H

窓
口
に
預
(
貯
)
金
通
帳
、
通
帳
印
、
そ

れ
ぞ
れ
の
納
付
書
を
持
参

申
先
日
預
(

貯
)
金
口
座
の
あ
る
金
融
機
関
(
郵
便

局
を
含
む
)
吏
ほ
区
相
当
窓
口
、
区

民
事
務
所

問
先
日
マ
特
別
区
民
税
・

都
民
税・
:納
税
課
整
理
係

▽
国
民
健

康
保
険
料
=
幽
民
健
康
保
険
課
収
納
管

理
係

万
国
民
年
金
保
険
料
・
:国
民
年

金
諢
保
険
料
係

教

育

外
国
人
学
校
の
児
童
・
生
徒
の
保
護
者
の
方
へ

補
助
金
を
支
給
し
ま
す

外
国
人
学
校
に
外
国
籍
を
有
す
る
児

童
・
生
徒
を
通
凖
さ
せ
て
い
る
保
護
者

の
方
へ
、
学
費
の
負
扣
萃
軽
減
す
る
た

め
の
補
助
金
(
H
年
度
後
期
1
0月
I
3

月
)
を
支
給
し
ま
す
。

申
請
卜
▽
区

内
の
外
国
人
学
校
に
在
籍
す
る
外
国
籍

を
有
す
る
児
童
ふ
徒
の
保
護
者
・
:学

校
か
ら
の
指
示
に
従
っ
て
手
続
き
を
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
区
外
の
外
国
人
学

校
に
在
籍
す
る
外
国
籍
を
有
す
る
児

童
・
生
徒
の
保
護
者・
:私
学
振
興
に
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。
※
在
籍
証
明
書
(区

役
所
所
定
の
も
の
)
、保
護
者
名
義
の
預

金
通
帳
(
郵
便
局
は
除
く
)
、
印
鑑
が
必

要
で
す

申
・
問
先
卜
総
務
課
私
学
振

興

4
月
か
ら
小
・
中
学
校
に
入
学
予
定
の
方
へ

就
学
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

マ
4
月
か
ら
区
立
小
・
中
学
校
に
入
学

を
希
顰
歹
る
外
国
人
の
方
・
:ま
だ
入
学

申
請
の
手
続
き
を
し
て
い
な
い
方
は
、

学
事
係
に
至
急
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
国
・
私
立
の
小
・
中
学
校
に
入
学
が

決
定
さ
れ
た
方
:
入
学
す
る
学
校
の
入

学
許
可
書
を
学
事
係
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。

▽
区
立
小
・
中
学
校
に
入
学
す
る
方・
:

入
学
す
る
学
校
に
「
就
学
届
」
が
未
提

出
の
方
は
、
至
急
指
定
の
学
校
に
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

-

い
ず
れ
も
L
卜

問
先
日
学
務
課
学
事
係

就

学

相

談

教
育
研
究
所
で
は
、
今
年
4
月
に
小

学
校
に
入
学
予
定
で
、
心
身
に
障
害
が

あ
る
と
思
わ
れ
る
お
子
さ
ん
に
つ
い
て

の
就
学
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

教
育
の
場
を
ど
こ
に
求
め
た
ら
よ
い

か
な
ど
に
つ
い
て
、
専
門
の
相
談
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。
日
時
卜
毎
週
月

曜
日～
金
曜
日
(
祝
日
を
除
く
)
、
午
前

9
時～
午
後
5
時
申
込
目
電
話

場
・
申
・
問
先
卜
教
育
研
究
所
教
育
相

談
係
S
(
3
8
5
9
)
9
5
3
1

鹿沼市交流事業
ふれあい体験農園参加者募集!

日程=5 月下旬、8
月上旬、11月中 旬の
日曜 日 各1 回 場
所= 鹿沼 市 板荷 地
区 対象= 区民( 中
学生 以下 は 保護 者
同伴) 内 容= 茶摘
み( 写真) / さ つま
芋 の植え 付 け・ 収
穫・焼き芋/ そばの種まき・収穫・そば 打ち
定員=100 人( 抽選) 費用=1 人5, 000円( 小 学
生以下は無料) または1 家 族1 万円( 4 人以内)
※ 交通費、昼 食は各自 負担 申込= 往復ハガ キ
に郵便番号、 住所、参加者全員の氏 名、年齢、
電話番号を明 記 期限=2 月25日必 着 申 先=
〒120- 8510 中央本町1- 17- 1 都市提携 交
流 協会 問 先= 都市提携係 または鹿沼 市農政課
農 政係S0289 ―63―2191

掲
示
板

水
道
モ
ニ
タ
ー
募
集

期
間
口
4
月
1
日
～
1
3
年
3
月
3
1
日

対
象
卜
4
月
1
日
現
在
、
都
内
在
住
で

都
営
水
道
奎
便
用
す
る
満
2
0歳
以
上
の

方
(
都
区
市
町
の
公
務
員
を
咏
く
)

申
込
日往
復
(
ガ
キ
に
次
の
事
項
を
明

記

マ
往
信
用
の
表
…
住
所
、氏
名
ラ

リ
ガ
ナ
)
、
年
齢
、
性
別
、
職
業
、電
話

番
号

▽
往
信
用
の
裏
…
「
水
道
に
つ

い
て
考
え
る
こ
と
」(
2
0
0
字
程
度
)
を
記

入

期
限
卜
2
月
2
0日
消
印
有
効

申
・
問
先
卜
〒
1
6
3・8
0
0
1

都
・
水

道
局
広
報
課
モ
ニ
タ
ー
相
当

昔
(
5
3
2
0
)
6
3
2
7

東
京
空
襲
犠
牲
者
を
追
悼
し
、
平
和

を
願
う
た
め
の
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
(
碑
)

建
設
の
募
金
に
ご
協
力
を

モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
に
は
、
東
京
空
襲
犠

牲
者
名
簿
(
作
成
中
)
が
納
め
ら
れ
ま

す
。
募
金
は
、
口
座
振
込
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
(
所
定
用
紙
は
手
数
料
不
要
)
。

口
座
番
号
占

郵
便
局
…
0
0
1
4
0
-
O
-
1
5
9
4
8
0

▽
銀
行
…

富
士
銀
行
本
店
東
京
都
庁
出
張
所
、
普

通
預
金
2
3
2
3
4
1
7

口
座
名

義
卜
東
京
の
大
空
襲
犠
牲
者
を
追
悼
し

平
和
を
顯
う
会
(
〒
1
6
3・8
0
0
L

東

京
都
生
活
文
化
局
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
文
化

部
内
)

※
く
わ
し
く
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い

問
先
日
都
・
生
活
文
化

局
振
興
計
画
課

容
(
5
3
8
8
)
3
1
4
1

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す

高
齢
者
消
費
動
向
ア
ン
ケ
ー
ト

高
齢
者
の
方
を
対
象
に
、
消
費
動
向

・
就
労
等
に
つ
い
て
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調

査
を
区
か
ら
委
託
夲
受
け
た
調
査
員
が
、

自
宅
に
お
伺
い
し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

対
象
者
の
方
に
は
、
事
前
に
お
伺
い

す
る
旨
の
(
ガ
キ
を
お
送
り
し
て
い
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問

先
卜
産
業
振
興
課
計
画
調
整

住
区
セ
ン
タ
ー
従
事
者
登
録
制
度

住
区
セ
ン
タ
ー
は
、
児
童
館
・
学
童

保
育
室
・
老
人
館
・
集
会
孚
謳
哭
た

地
域
施
設
(
現
在
4
6力
所
設
置
)で
す
。

施
設
の
運
営
は
、
管
理
運
営
委
員
会
を

中
心
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
に
よ
り
行
つ
て
い
ホ
歹
。
従

事
者
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
管
理
運
営
委
員

会
が
選
考
し
「
有
償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」

と
し
て
従
譽
愿
禰
さ
れ
ま
す
。

「
従
事
者
登
録
制
度
」
は
、
住
区
セ
ン

タ
ー
に
従
事
を
希
望
百
れ
る
方
を
あ
ら

か
じ
め
登
録
し
て
お
き
、
住
区
セ
ン
タ

ー
で
従
事
者
夲
募
集
す
る
際
に
紹
介
し
。

応
募
し
て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

・
事
務
(
管
理
補
助
)
・
老
人
館
担
当

対
象
卜
お
お
む
ね
6
5歳
ま
で
の
方

内

容
卜
一
般
事
務
・
施
設
管
理
・
団
体
貸

し
出
し
業
務
・
老
人
館
の
運
営
に
関
す

る
こ
と

勤
務
時
間
・
報
酬
日
▽
午
前
9

時
～
午
後
5
時
(
週
1
日
程
度
の
ロ

ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
週
2
0
～
2
4
時
間
程

度
)
、し
時
間
7
9
0円

マ
午
後
5
時
I
午

後
1
0時
(
夜
間
業
務
)
、L
時
間
8
9
0円

圏
児
童
館
・
学
童
保
育
室
担
当

対
象
卜
お
お
む
ね
5
0
歳
ま
で
の
方
内

容
卜
児
竜
髭
・
学
童
保
育
室
の
運
営
に

関
す
る
こ
と
勤
務
時
間
・
報
酬
卜
午

前
9
時
～
午
後
5
時
(
週
1
日
程
度
の

ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
で
週
2
0
～
2
4
時
間
程

度
)
、
し
時
間
7
9
0円

-

い
ず
れ
も
ト
ト

登
録
は
1
年
間
で
す
の
で
、
登
録
期

間
の
裝
れ
た
方
は
改
め
て
登
録
申
請
し

て
く
だ
さ
い
。

申
込
卜
電
話

申
・

問
先
卜
住
区
推
進
課
指
導
相
談
係
(
住

区
セ
ン
タ
ー
連
絡
協
議
会
事
務
局
)

● 荒川市民会議第3回全体市民会議開催沿川2市7区に設置された荒川市民会議のメンバーが、荒川について学びあるべき姿を話し合います。一般参加もできます。
日時=2月27日旧) 、午前10時～午後5時場所=足立区立第二中学校※ くわしくはお問い合わせを申・問先=荒川下流工事事務所調査課03902- 3220
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催
し
物
ガ
イ
ド

講
演
と
映
画
の
つ
ど
い

『
人
間
ら
し
く

生
き
る
た
め
に
」

何
気
な
ぐ
言
っ
た
言
葉
で
相
手
を
傷

つ
け
た
り
、
ま
た
傷
つ
け
6
れ
た
り
す

る
こ
と
が
あ
ひ
ま
す
。
そ
れ
は
、
私
た

ち
が
、
差
別
や
人
権
と
い
っ
た
こ
と
を

ほ
と
ん
ど
意
識
す
る
こ
と
な
く
毎
日
を

過
ご
し
て
い
る
か
ら
で
す
。
現
在
の
私

た
ち
の
七
会
に
は
、
い
じ
め
の
問
題
、

障
害
者
問
題
や
外
国
人
に
対
す
る
偏
見

な
ど
様
々
な
矛
盾
や
不
合
理
が
存
在
し

て
い
ま
す
。私
た
ち
の
暮
ら
し
奮
見
つ

め
、
現
代
日
本
の
抱
え
る
様
々
な
人
権

問
題
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
ふ
にぷ
ま

せ
ん
か
。

日
時
卜
2
月
1
8日
窗
、
午

後
2
時
～
4
時
3
0分

場
所
ト
エ
ル
ー

ソ
フ
ィ
ア

対
象
卜
社
会
教
育
の
リ
ー

ダ
ー
お
よ
び
関
心
の
あ
る
方

内
容
H

講
演
「
私
た
ち
の
暮
ら
」と
人
権
」(映

画
監
督

大
原
春
宣
氏
)
/
映
画
「
風
は

み
ど
り
に
」
定
員
卜
1
0
0
人
(
先
着
順
)

費
用
H
無
料

申
込
卜
電
話

申
・
問

先
卜
生
涯
教
育
推
進
課
社
会
教
育

足
立
ふ
れ
あ
い

コ
ン
サ
ー
ト

「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
世
界
」

学
校
が
休
み
の
土
曜
日
な
ど
に
、
地

域
で
の
健
常
児
と
の
交
流
な
ど
苳
と
お

し
て
、
障
害
の
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
よ

ひ
充
実
し
た
生
活
が
送
れ
る
こ
と
を
め

ぎ
于
「
心
身
に
障
害
の
あ
る
児
童
・
生

徒
の
地
域
活
動
促
進
事
序

の
一
環
と

し
て
、
足
立
ふ
れ
あ
い
コ
ン
サ
ー
ト
を

開
催
し
嫐
歹
。
障
害
の
有
無
に
か
か
わ

ら
ず
、
た
く
さ
ん
の
方
の
ご
来
場
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。

日
時
卜
2
月
2
6

日
出
、
午
後
2
時

場
所
卜
竹
の
塚
セ

ン
タ
ー

内
容
卜
東
京
足
立
少
年
少
女

合
唱
団
に
よ
る
歌
や
劇
団
の
楽
し
い
劇
、

プ
ロ
の
歌
手
も
登
場
し
ま
す

定
員
日
1
0
0

人
(
先
着
順
)

費
用
川
無
料

申

込
卜
電
話

申
・
問
先
卜
生
涯
教
育
推

進
課
社
会
教
育

三
世
代
交
流

千
住
あ
そ
び
ま
つ
り

日
時
卜
2
月
1
3日
㈲
、
正
午
～
午
後
3

時

場
所
=
千
住
公
園

※
雨
天
の
場

合
は
千
住
児
童
館

内
容
目
お
と
な
が

ガ
キ
大
将
に
な
り
、
今
や
昔
の
遊
び
を

と
お
し
て
三
世
代
が
交
流
し
ま
す
:
大

型
紙
す
も
う
、
ベ
ー
ゴ
マ
、
千
寿
か
る

た
、
竹
馬
な
ど

費
用
卜
無
料

申

込
日
当
日
直
接
会
場
へ

問
先
=
千
住

児
童
館

　
(
3
8
8
2
)
2
7
6
5

健
康
・
体
力
増
進

フ
ォ
ー
ラ
ム

「
生
活
と
健
康
」

健
康
・
体
力
づ
く
り
に
つ
い
て
、
医

師
・
保
健
婦
・
栄
餐
士
・
体
育
指
導
委

員
な
ど
の
専
門
家
と
語
見
-
い
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。
「
健
康
づ
く
り
の
た
め
の

生
活
習
慣
病
を
考
え
る
」
を
サ
ブ
テ
ー

マ
に
、
基
調
講
演
お
よ
び
各
主
催
団
体

の
発
表
を
行
い
ま
す
。
体
力
測
定
や
最

新
の
健
康
機
器
の
展
示
・
実
際
に
体
験

で
き
る
コ
ー
ナ
ー
も
あ
り
ま
す
。
日

時
=
2
月
2
6
日
出
、
正
午
～
午
後
4
時

場
所
日
区
役
所
庁
舎
ホ
ー
ル

内
容
日

表
3

費
用
日
無
料

申
込
目
当
日
直

接
会
場
へ

問
先
卜体
育
振
興
係

表3　 健康・体力増進フォーラム

区
の
保
存
樹
木
・
樹
林

所
有
者
意
見
交
換
会

保
存
樹
木
・
樹
林
の
保
全
に
向
け
刄

樹
木
の
大
切
さ
や
管
理
の
方
法
な
ど
、

講
師
の
方
を
交
え
て
意
見
交
換
を
し
て

み
ま
せ
ん
か
。

日
時
卜
2
月
2
4日
閑
。

午
後
2
時
～
4
時

場
所
=
区
役
所

対
象
日
区
指
定
の
保
存
樹
木
・
樹
林
所

有
者
お
よ
び
管
理
者

※
所
有
者
以
外

で
参
加
希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い

内
容
=
都
市
環
境
と
樹
木

講
師
=
横
田
正
実
氏
(

横
田
造
園
㈱
)

問
先
卜
み
ど
り
の
ま
ち
づ
く
ひ
係

「
保
存
樹
木
・
樹
林

」
っ
て
?

足
立
区
緑
の
保
護
育
成
条
例
に
基
づ

き
、
マ
樹
木
…
高
さ
1
0
m
以
上
で

、
地

上
よ
り
1
.
2
mの
高
さ
に
お
け
る
樹
幹
の

周
囲
が
1
.
2
m以
上
の
も
の

マ
樹
林
・
:

樹
木
の
集
団
が
占
め
る
土
地
の
面
積
が
3
0
0

㎡
以
上
の
も
の
に
つ
い
て

、
申
し
出

に
基
づ
き
指
定
す
る
制
度
で
す

。

1
1
(年1
0
月
1

日
現
在
、
樹
木
目
6
8
0本

樹
林
地
卜
5
ヵ
所

、7

、4
2
8

㎡

所
有
者
数
卜
1
8
5人

2
月
1
2日
(土
)、
1
3日
(日
)は
お
休
み
し
ま
す

庁
舎
ホ
ー
ル
・
駐
車
場
・

展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
等

2
月
□
日
剛
・
1
3日
聞
は
、
消
防
設

備
点
検
の
た
め
、
区
役
所
全
館
か
閉
館

し
ま
す
。
庁
舎
ホ
ー
ル
・
区
民
ロ
ビ

ー
・
駐
車
場
・
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
・
基

幹
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
も
、
ご
利
用
に

な
れ
ま
せ
ん
。

問
先
卜庁
舎
管
理
課

ルールを守って交通安全

自転車放置禁止区域
大師前駅

区
で
は
、
駅
周
辺
の
お
お
む
ね
3
0
0
m

以
内
を
自
転
車
放
置
禁
止
区
域
に
指
定

し
て
い
ま
す
。
県
止
区
域
内
の
放
置
自

転
車
は
、
撤
去
し
て
自
転
車
移
送
所
に

保
管
し
尽
歹
。
自
転
車
を
引
き
取
る
と

き
は
撤
去
料
と
し
て
2
千
円
を
納
め
て

い
た
だ
き
ま
す
。
撤
去
後
2
ヵ
月
か
遜

ぎ
る
と
机
芬
し
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

▽
盗
難
自
転
車
の
放
置
が
増
加

最
近
、
盗
難
自
転
車
の
乗
り
捨
て
が

増
え
て
い
康
司

自
転
車
は
必
ず
防
犯

登
録
を
し
て
住
所
と
名
前
を
記
入
し
、

カ
ギ
は
二
重
に
付
け
ま
し
ょ
う
。

▽
バ
ス
停
周
辺
に
増
え
る
放
置
自
転
車

バ
ス
倅
の
周
辺
に
自
転
車
を
放
置
す

る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う
。
決
め
ら
れ
た

場
所
に
自
転
車
を
駐
車
し
、
通
行
の
刪

魔
に
な
ら
な
い
ぶ
つ
に
し
ま
し
ょ
う
。

区
営
・
無
料
自
転
車
駐
車
場

西
新
井
六
丁
目
自
転
車
駐
車
場
(
西
新

井
6
-
7
-
8
)

民
営
自
転
車
駐
車
場

フ
ァ
ミ
リ
ー
パ
ー
キ
ン
グ
大
師
前
(
西

新
井
1
-
1
6
-
1
)

3
8
5
4
)
4
1
5
3
(

午
後
5
時

ま
で
)

(
3
8
9
2
)
4
0
8
0
(
夜
間
)

・
放
置
自
転
車
移
送
先

竹
の
塚
移
送
所
(
東
伊
興
3
-
1
8
-
7
)

※
竹
の
塚
清
掃
工
場
沿
い
の
東

武
線
高
架
下

問
先
=
自
転
車
係

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

Q
&
A

Q
他
人
の
子
ど
も
を
車
に
乗
せ
る
場
合

も
チ
ャ
元

ド
シ
ト
ト
は
必
蓼
す
兮
・

囚
親
戚
や
知
人
の
子
ど
も
を
乗
せ
る

握
で
も
、
必
ず
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

膏
羂
胃
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
6

歳
未
満
の
子
ど
も
を
乗
せ
る
樊
ぼ

、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
が
必
要
で
す
。

回
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
し
な

く
て
も
い
い
場
合
は
?

A
①
座
席
の
構
造
上
、チ
ャ
イ
ル
ド
シ

ー
ト
を
固
定
し
て
使
用
す
る
こ
と
が
で

煮
な
い
と
き

②
定
員
内
の
乗
車
で
も

乗
平
(
数
が
多
く
、
幼
児
全
員
に
チ
ャ

イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
す
る
と
全
員
が

乗
車
で
忝
な
い
と
き
(
可
能
″
芬
だ
け

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
取
り
付
け
る
)

③
軻
気
や
ケ
ガ
の
た
め
、チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
が
使
用
で
忝
な
い
と
き

④
著

し
い
肥
満
な
ど
の
身
体
の
状
態
に
よ
り

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
が
使
用
で
忝
な
い

と
き

⑤
授
乳
や
お
む
つ
替
え
な
ど
乳

児
の
日
常
生
活
上
の
世
話
が
、
チ
ャ
イ

ル
ド
シ
ー
ト
を
使
用
し
た
ま
ま
で
は
で

き
な
い
と
き

⑥
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
に

乗
車
さ
せ
る
と
き

⑦
医
療
機
関
な
ど

に
緊
急
に
搬
墸
歹
る
と
き

問
先
=
交
通
安
全
係

千
住
警
察
署昔

(
3
8
7
9
)
0
1
1
0

西
新
井
警
察
署

a
(
3
8
5
2
)
0
1
1
0

綾
瀬
警
察
署a

(
3
6
2
0
)
0
1
1
0

竹
の
戔
警
察
署

a
(
3
8
5
0
)
0
1
1
0

少
な
い
掛
金
で
大
き
な
保
証

交
通
災
害
共
済
に

加
入
し
ま
し
よ
う

2
3区
が
共
同
で
運
営
し
て
い
る
交
通

災
害
共
済
は
、
通
勤
や
通
学
で
利
用
し

て
い
る
電
車
や
バ
ス
・
自
転
車
・
自
動

車
・
オ
ー
ト
バ
イ
な
ど
の
身
近
な
も
の

か
ら
、
船
舶
・
航
空
機
な
ど
の
交
通
機

関
に
よ
る
人
身
事
故
に
あ
っ
た
と
き
、

支
給
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

対
象
=
2
3

区
内
に
住
所
の
あ
る
方

掛
金
卜
年

額
5
0
0
円
、千
円
、2
千
円
の
I
種
類
(
一

括
払
い
)

見
舞
金
卜
掛
金
2
千
円
の

場
台
、
死
亡
時
瞋
万
円
。
さ
ら
に
交
通

遺
児
に
は
1
人
に
つ
き
5
0万
円
を
支
給

申
込
=
掛
金
を
持
参
の
う
え
、2
3区
内

の
金
融
機
関
、
郵
便
局
で
加
入
申
込
書

を
提
出

※
1
0人
以
上
の
団
体
は
直
接

共
済
窓
口
へ
。
報
奨
金
制
度
が
あ
り
ま

す

問
先
卜
交
通
災
害
共
済

農
業
委
員
会

選
挙
人
名
簿
の
縦
覧

選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
毎
年
農
業

委
員
会
委
員
選
挙
の
選
挙
人
名
簿
を
調

製
し
て
い
ま
す
。こ
の
選
挙
人
名
簿
を

選
挙
人
に
対
し
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま

す
。

期
間
日
2
月
2
3日
～
3
月
8
日

場
・
問
先
=
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

フ
リ

ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

申
込
方
法
が
「(
往
復
)
ハ
ガ
牛
」
の

場
合
は
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号

を
明
記
し
そ
れ
ぞ
れ
の
代
表
者
ま
で

フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
に
関
す
る
こ
と

は
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
課
へ

=出
店
者
募
集
=

▼
2
月
1
3
日
㈲
都
立
東
綾
瀬
公
園
は

と
広
場
午
前
9
時
～
午
後
3
時
※

雨
天
中
止
/
6
0
区
画
/
出
店
料
2
千

円
/
電
話
/
大
島

昔
(
3
8
8
0
)
8
2
2
2

▼
2
月
2
0日
剛

北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場

午
前
9
時
～
午
後
3
時

※
雨
天

中
止
/
6
0区
画
/
出
店
料
千
円
/
電
話
/

高
橋

昔
(
3
8
4
0
)
2
1
9
0

▼
2
月
2
7
日
圓
北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場
午
前
9
時
～
午
後
3
時
※
雨
天

中
止
/
8
0
区
画
/
出
店
料
千
～
2
千

円
/
電
話
/
安
藤

昔
(
3
8
-
5
)
4
8
8
7

▼
3
月
1
2日
㈲

北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場

午
前
9
時
1
午
後
3
時

※
雨
天

中
止
/
6
0区
画
/
出
店
料
千
円
/
往
復
(

ガ
キ
(
3
月
1
日
必
着
)

※
駐
車

場
希
望
の
有
無
を
明
記
/
〒
1
2
0・0
0
0
1

大
谷
田
団
地
郵
便
局
留

小
山
　
S
O
7
0
(
5
8
7
)
8
9
6
4

▼
3
月
1
8
日
出
北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広

場
午
前
1
0
時
～
午
後
3
時
※
雨
天

中
止
/
6
0区
画
/
出
店
料
曙
円
/
往
復
(

ガ
キ
(
2
月
2
9日
必
着
)

※
3
月
1
8

日
北
千
住
イ
ベ
ン
ト
広
場
と
明
記
/

〒
1
2
0
・
0
0
1
1

中
央
本
町
2
-
9
-

―
足
立
区
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
「
あ

だ
ち
再
生
熈

内

あ
だ
ち
リ
サ
イ
ク

ル
協
会

昔
(
3
8
8
0
)
9
8
0
2

イラスト・身近な話題を募集中!

みんなの
ぺージ

申・問先= 広報係
〒120- 8510 中央本町1- 17- 1

荒
川
ク
リ
ー
ン
作
戦
(
1
2
/
4
)を

終
え
て

荒
川
探
検
隊
(
千
寿
桜
小
6
年
)

柳
沢
、
北
原
、
立
原
、
今
泉

原
口
、
田
代
、
松
村
、
熊
井

長
い
時
間
を
か
け
て
計
画
を
立
て
て

き
て
、
や
っ
と
こ
こ
ま
で
こ
ら
れ
た
と

い
う
の
が
実
感
だ
。
荒
川
は
前
か
ら
汚

い
と
思
っ
て
い
た
け
れ
ど
。
ま
さ
か
自

分
た
ち
で
そ
の
ゴ
ミ
を
片
付
け
忝
と
は

思
わ
な
か
っ
た
。
タ
バ
コ
の
吸
い
が
ら

や
発
ぼ
う
ス
チ
ロ
ー
ル

。
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
な
ど
憖
凡
な
い
ゴ
ミ
が
多
べ

粗
大

ゴ
ミ
が
夏

」く
多
い
の
に
も
び
っ
く
り

し
た
。
炊
飯
器
、
テ
ー
ブ
ル
、
イ
ス
、

ラ
ジ
カ
セ
、
洗
た
く
機
釦
の
っ
た
。
ゴ

三
瓦
デ
る
の
は
簡
単
だ
け
ど
、
片
付

け
る
人
は
大
変
だ
。
自
分
で
持
ち
帰
れ

ば
、こ
ん
な
に
苦
労
は
匚
な
い
で
す
む
。

こ
の
ゴ
ミ
の
中
に
、「
タ
コ
ノ
ア
シ
」の

よ
う
な
絶
め
つ
を
心
配
さ
れ
る
植
物
や

虫
、
鳥
も
い
っ
ぱ
い
い
て
、
荒
川
っ
て

叢

」い
な
と
思
っ
た
。

き
ょ
う
は
ク
リ
ー
ン
作
戦
を
哂
っ
て

み
て
、
す
ご
く
す
っ
齋
じ

た
。
疲
れ

た
け
れ
ど
い
い
事
を
し
た
の
で
、
す
が

す
が
し
か
っ
た
。
本
当
に
い
い
体
験
に

な
っ
た
。
こ
の
活
動
が
来
年
も
受
け
継

が
れ
て
い
く
と
い
い
な
あ
と
思
っ
た
。

◎ 2 月18日窗の アトリウムコンサートは中止し ます1 月25日号8 面のカレンダーに掲載したアトリウムコンサート は、中止になりました。〈文化振興係〉
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い
こ
い
の
場
所
を
訪
ね
て
(
2
2
)

大
谷
田
公
園

北
綾
瀬
駅
の
ほ
ど
近
く
に
、

梅
林
が
あ
る
の
を
ご
存
知
で
す

か
。大

谷
田
公
園
に
は
、
紅
白
併

せ
て
1
7
0本の
梅
の
木
が
植
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
内
1
2
0本が

梅
園
内
に
植
え
ら
れ
て
お
り
、

毎
年
1
月
の
下
旬
ご
ろ
か
ら
、

早
咲
き
の
寒
紅
梅
や
蝋
梅
が
咲

き
始
め
、
甘
い
香
口
呑
漂
わ
せ
、2
月

い
っ
ぱ
い
楽
し
め
ま
す
。

ま
た
公
園
内
で
は
予
約
制
で
、1
年

中
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
も
で
瀲
承
す
。
車
い

す
で
も
、
園
内
を
巡
れ
る
木
道
も
設
置

さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
出
か
け
て
み
て

は
い
か
が
で
し
よ
ラ
司

(広
報
課
)

大
谷
田
4
-
4
-
1

千
代
田
線
北
綾

瀬
駅
下
車

徒
歩
1
0分

▲ 黄色 い花 びら の蝋 梅

花だより

水 仙

絵: 山本よし子さん( 鹿浜六丁目)

真
っ
白
な
雪
の
中
、
清
楚
で
か
ぐ
わ

し
い
花
を
咲
か
す
水
仙
は
、
雪
中
花
と

も
呼
ば
れ
冬
を
代
表
す
る
草
花
で
す
。

地
中
海
沿
岸
が
原
産
地
で
す
が
中
国
岑

経
て
、
日
本
に
渡
来
し
ま
し
た
。

ギ
リ
シ
ャ
神
話
に
よ
る
と
美
少
年
チ

ル
キ
ッ
ソ
ス
は
多
く
の
娘
に
言
い
寄
ら

れ
ま
し
た
が
、
こ
と
ご
と
く
そ
れ
を
拒

絶
し
ま
し
た
。
そ
こ
で
復
警
の
神
ネ
メ

シ
ス
が
ナ
ル
キ
ッ
ソ
ス
を
自
分
の
姿
に

恋
す
る
よ
う
に
し
む
け
た
た
め
、
彼
は

水
に
映
っ
た
自
分
に
見
ほ
れ
て
水
死
」

て
し
ま
い
ま
し
た
。
そ
の
後
に
咲
い
か

一
輪
の
花
が
水
仙
で
、
躋
名
ナ
ル
キ
ッ

ス
ス
は
こ
こ
に
由
来
す
る
そ
う
で
す
。

ち
な
み
に
白
い
花
を
唏
か
す
ク
チ
ベ

ニ
ス
イ
セ
ン
の
花
言
葉
は
「
自
己
愛
」、

黄
色
い
花
の
ダ
フ
ォ
デ
ィ
ル
は
「
報
わ

れ
ぬ
恋
」
だ
そ
う
で
す
。(公

園
緑
地
課
)

区
内
で
水
仙
の
見
ら
れ
る
公
園

鄂
市
農
業
公
園
(
鹿
浜
2
-
4
4
-
1
)

栗
原
中
央
公
園
(
栗
原
4
1
7
-
2
3
)

※
公
園
は
み
ん
な
の
も
の
で
す
。
家
庭

ゴ
ミ
を
捨
て
る
の
は
や
め
ま
し
ょ
う

植
物
の
和
名
漢
字
は
当
て
字
も
あ
り
ま
す

が
、
興
味
あ
る
字
が
多
い
の
で
紹
介
し
て

い
ま
す

「
セ
ク
シ
ュ
ア
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
」

勉
強
会
に

講
師
を
派
遣
し
ま
す

連
日
マ
ス
コ
ミ
が
「
セ
ク
ハ
ラ
」
問

題
を
取
り
上
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま

す
。
あ
な
た
の
会
社
の
セ
ク
ハ
ラ
対
策

は
、
大
丈
夫
で
し
ょ
う
か
?

男
女
雇

用
機
会
均
等
法
に
よ
り
、
セ
ク
ハ
ラ
へ

の
配
慮
が
事
業
者
の
配
慮
義
務
と
な
っ

て
い
ま
す
。

あ
な
た
の
会
社
で
セ
ク
ハ
ラ
問
題
の

勉
強
会
を
開
く
と
き
、
無
料
で
講
師
が

ビ
デ
オ
を
持
っ
て
伺
い
ま
す
。
男
女
が

そ
れ
ぞ
れ
の
能
力
を
十
分
に
発
揮
し
て
、

い
き
い
き
し
た
職
場
を
つ
く
る
た
め
、

セ
ク
ハ
ラ
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
。
申
・
問
先
卜
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
8
8
0
)
5
2
2
2

1
2年
度

消
費
者
団
体

登
録
受
付
中

消
費
問
題
に
関
す
る
活
動
を
行
っ
て

い
る
団
体
の
登
録
を
受
け
付
け
て
い
ま

す
。
登
録
す
る
と
、
消
費
者
セ
ン
タ
ー

の
施
設
を
無
料
で
利
用
で
き
、
定
期
的

に
消
費
者
情
報
の
提
供
を
受
け
ら
れ
ま

す
。
ま
た
、
消
費
者
展
な
ど
に
出
展
で

き
ま
す
。

対
象
卜
区
内
在
住
・
在
勤

の
方
が
過
半
数
を
占
め
る
5
人
以
上
の

グ
ル
ー
プ
で
営
利
を
目
的
と
し
な
い
団

体
・
グ
ル
ー
プ

申
込
卜
登
録
申
請
書
、

会
則
(
規
約
)
、
会
員
名
簿
、
活
動
計
画

書
、
活
動
実
績
書
な
ど
を
提
出

申
・

問
先
卜消
費
者
セ
ン
タ
ー

昔
(
3
8
8
0
)
5
3
8
5

都
市
農
業
公
園
の

臨

時
休

園

2
月
1
5日
㈹
・
1
6日
團
は
、
園
内
設

備
点
検
作
業
の
た
め
、
臨
時
休
園
し
ま

す
。
休
園
に
伴
い
、
駐
車
場
な
ど
の
園

内
各
施
設
も
お
休
み
し
ま
す
。

問

先
=
都
市
農
業
公
園

(
3
8
5
3
)
4
1
1
4

スケッチあだち
このコーナーではまちの情 報・話題を

お 待ちし ています。

問先= 広報 係 　3880- 5111 ㈹

区内でも見られる
『雪 つ り 』

花畑記念庭園

松
の
木
に
円
す
い
形
に
ロ
ー
プ
が
か

け
ら
れ
、
り
ん
と
し
た
空
気
が
た
だ
よ

っ
て
い
ま
す
。こ
れ
は
木
を
雪
か
ら
守

る
た
め
の
も
の
。

恵
只
で
は
雪
は
あ

ま
り
降
り
ま
せ
ん

が
、「
足
立
区
の
迎

賓
館
」
と
言
わ
れ

る
こ
こ
花
畑
記
念

庭
園
(
花
畑
4
1
4
0
1
1
)

で
は
、3

月
ご
ろ
ま
で
都

会
で
は
め
ず
ら
し

い
「
雪
つ
り
」
風
景
が
楽
し
め
ま
す
。

日
本
庭
園
の
美
し
さ
を
ぜ
ひ
ご
覧
あ
れ
。

2
O
O
O

年
に
祝
う
　
成
人
の
門
出

1
月
1
0
日
成
人
の
日
、
東
京
武
道
館
で
は
4

千

人
近
く
の
新
成
人
が

「
成
人
の
日
の
集
い
」
に
参

加
し
ま
し
た

。

式
典
で
は

、
新
成
人
を
代
表
し
て

、
田
中
祥
裕

さ
ん
(

江
北
三
丁
目
)
と
大
浦
三
千
代
さ
ん
(

扇

二
丁
目
)

が

「
大
人
と
し
て
の
自
覚
を
高
め

、2
1

世
紀
の
国
際
平
和
の
た
め
努
力
を
尽
く
し
ま
す
」

と
誓
い
の
言
葉
を
述
べ
ま
し
た

。

式
典
に
引
き
続
き
行
わ
れ
た
足
立
吹
奏
楽
団
に

よ
る
記
念
コ
ン
サ
ー
ト
で
は

、
新
成
人
に
な
じ
み

の
深
い
曲
を
演
奏
し
て

、
門
出
を
祝
福
し
ま
し
た

新
成
人
に
将
来
の
抱
負
を
尋
ね
る
と

、「
夢
は

、

看
護
婦
に
な
る
こ
と

」「
親
孝
行
し
た
い

」「
成
人
の

日
と
い
っ
て

も
、
も
う
働
い
て
い
る
か
ら
の
ま
り

実
感
が
な
い
」
な
ど
の
声
が
聞
か
れ
ま
し
た

。

▲ 誓いの言葉を述べた
田中祥裕さん(左) と　
大浦三千代さん(右)

じんがんなわ
大乗院

1
月
7
日
、
約
5
0
0年前
か
ら
伝
わ
る

恒
例
の
伝
統
行
事
「
じ
ん
が
ん
な
わ
」

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
年
も
無
病
息
災

を
願
い
、
わ
ら
で
作
っ
た
8
メ
ー
ト
ル

を
越
す
特
大
の
大
蛇
が
完
成

た
く
さ

ん
の
人
々
が
見
守
る
中
、
イ
チ
ョ
ウ
の

木
に
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。

▲ 今年の顔ができました

▲ 2 本の木に渡る特大大蛇

寒
～
い
冬

「
花
」
で
暖
か
さ
を

<区
内
各
所
>

都
市
農
業
公
園
(
鹿
浜
2
1
4
4
1
1
)

で
は
一
足
早
く
舂
を
先
取
り
。
園

内
の
ビ
ニ
ー
ル
(
ウ
ス
の
中
に
は
、
キ

ン
セ
ン
カ
、
プ
リ
ム
ラ
、
ビ
オ
ラ
な
ど

の
春
の
草
花
が
満
開
で
、
来
園
者
の
目

を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
す
。
外
で
は
梅
の

花
も
咲
い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
竹
の
塚
駅
西
口
の
赤
山
街
道

沿
い
で
は
、
夏
の
問
涼
し
さ
を
与
え
て

い
る
「
ス
ポ
ッ
ト
親
水
(
要
所
要
所
に

噴
水
や
せ

せ
ら

ぎ
を
配
し
た

水
施

設
)
」が
、
「
フ
ラ
ワ
ー
ポ
ッ
ト

」に
模
様

替
え

。
寒
い
冬
の
間
、
水
に
代
わ
っ
て

可
憐
な
花
た
ち
が
邏
行
く
人
た
ち
に
暖

か
さ
岑
鴟
出
し
て
い
ホ
罵

▲ 赤山街道

▲ 都市農業公園

文
化
財
防
火
デ
ー

西
新
井
大
師
で
消
防
演
習

毎
年
1
月
2
6日
は
「
文
化
財
防
火
デ

ー
」
と
し
て
、
全
国
的
に
文
化
財
を
火

災
か
ら
守
る
運
動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

区
内
の
西
新
井
大
師
總
持
寺
(
西
新
井

一
丁
目
)
で
も
、
西
新
井
消
防
署
に
よ

る
消
防
演
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
大
師

本
堂
が
出
火
し
た
と
い
う
想
定
で
、
大

師
関
係
者
や
門
前
商
店
街
の
人
た
ち
に

よ
る
初
期
消
火
、
消
防
隊
・
消
防
団
の

放
水
演
技
を
行
い
ま
し
た
。「
文
化
財
は

後
世
ま
で
大
切
に
残
し
て
い
き
た
い
も

の
。
付
近
で
の
火
遊
び
・
た
き
火
は
し

な
い
で
ぐ
だ
さ
い
」
と
い
う
西
新
井
消

防
署
娶
防
課
長
の
栗
林
さ
ん
。
最
後
は

消
防
隊
に
よ
る
見
事
な
一
斉
放
水
で
し

め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

▲ 本堂に向けての一斉放水

ホースを持って初期消火

古紙配合率70% 再生紙を使用しています R. M. S　237, 000


